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古典芸能－９ 

「学校・アート・出会いプロジェクト」実施メニュー【基本案】 

＊  内容は、事前打合せを行い各学校の状況に応じて変更を加えていきます。  

 

■ 基 本 情 報  

ジャンル  古典芸能（日本舞踊） 

対象となる  

学年  

小学校 1､2､3､4､5､6 支援学級 
中学校 1､2､3 支援学級 
特 別 支 援 学 校 （ 小  中  高 ）  

対象となる  
科目（例）  

国語、体育、音楽、道徳 

実  施  
可能地域  

府 内 全 域  

実施回数     １ ～ ３ 回  
1回 の  
所 要 時 間  

   6 0分 程 度  

実施可能人数  1 0 0名 ま で （ 内 容 に よ り ま す ）  

実施団体  

団  体  名  日本舞踊  春乃流（春乃櫻香舞踊研究会）  

 代表者名  春乃  櫻香  

担 当 者 名  同 上  

連絡先  
所在地等  

〒604-8251 
京 都 市 中 京 区 油 小 路 通 三 条 下 る 三 条 油 小 路 町 166- 2  
 
TEL / 090-3286-9478     FAX / 075-221-6339 
Email / qqb3943d@plum.ocn.ne.jp 

団体、講師の  
プロフィール  

２ 歳 よ り 若 柳 流 に て 日 本 舞 踊 を 始 め る 。  
平 成 18年 、 生 ま れ 育 っ た 京 都 に 創 流 。 京 都 府 の 事 業 を 中
心 に 、 歌 舞 伎 の 舞 踊 的 要 素 と し て 受 け 継 が れ て き た 重 要
な 伝 統 文 化 の ひ と つ で あ る 日 本 舞 踊 の 魅 力 を お 伝 え で き
る よ う 、 普 及 に 努 め て い る 。  
次 世 代 の 子 ど も 達 へ の 指 導 に も 力 を 入 れ て お り 、 過 去 10
年 間 福 井 県 で 小 学 生 を 対 象 に 、 ２ 年 間 京 都 で 中 学 生 を 対
象 に 指 導 を 重 ね 、 京 都 で は 「 小 学 生 夏 休 み 事 業 」 で も 指
導 。 指 導 内 容 は 、 日 本 舞 踊 の 鑑 賞 体 験 か ら 、 子 ど も 達 自
身 が 発 表 で き る レ ベ ル に 到 達 さ せ る 細 や か な 指 導 に 至 る
ま で 、 幅 広 い 実 績 を 持 つ 。 現 在 は 大 学 で も 指 導 し て い る
。  
http://harunoryu.jp/  

実施可能な  

時期（期間）  
年 間 を 通 じ て 可 能  
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■ 実 施 内 容  

対象となる  

プログラム  
体 験  

テーマ  

（タイトル）  
日 本 舞 踊 の 鑑 賞 と 体 験  

趣旨・目標  

ねらい  

日 本 舞 踊 を 通 じ て 日 本 の 和 の こ こ ろ （ 季 節 感 、 言 葉 、 音

楽 、 習 慣 な ど ） を 伝 え る 。  

全体計画  

（案）  

〈１回目〉  

日本舞踊の鑑賞・レクチャー  

（１回の場合は、ここで終了）  

 

〈２回目〉  

着物（ゆかた）の着方、扇の扱い方やお辞儀の仕方等、日本

舞踊の基礎を実践で学ぶ。また、演目を実際に踊り、体験す

る。  

 

☆合同鑑賞につきましても、ご相談に応じます。  

実施場所  体育館など、靴を脱いで、靴下などで踊ることができる場所  

講師等  講師１人、スタッフ１人  

備  考  

・ 必 要 な 備 品 、 設 備 等  

C Dま た は カ セ ッ ト デ ッ キ （ 音 源 ）  

 マ イ ク （ 人 数 が 多 い 場 合 ）  

 

・ そ の 他 留 意 点  

 足 袋 の 代 わ り に 靴 下 を 着 用 し ま す 。  

 


